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1まっかに実ったイチゴのつみと りにいそがしい農家の皆さ ん 松原北木場にてi

03町歩〉におよびます。 春
最近の食生活の中で果実野 3月上旬よ り出荷の最盛期に 出

菜の占める割合は大きく、特
はいりますが、自然条件に恵 の

荷
にいちとの消費は年々急激に

まれているため 1月中旬より

伸びています。長崎、佐世保 出荷が始まり 、市場で好評を は 香
の消費人口66万人をひかえた

得ています。価格も高く思わ じ
大村は、土壌、気象、地形I乙

ず収穫する手も弾みます。 ま
， 

、-'

恵まれ、松原を中心l乙イチ ゴ る
のハウ ストンネル栽培は13ha
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(2) りおおむ市政だより昭和46年 2月 1日

冬
で
も
多
い

赤
痢
患
者

昨
年
一
年
間
に
発
生
し
た
法
定

伝
染
病
は
三
十
二
件
で
、
こ
の
う

ち
赤
痢
患
者
が
一
番
多
く
二
十
件

全
体
の
六
十
二
、
五
%
を
し
め
、

疑
似
赤
痢
八
件
、

狸
紅
熱
三
件
、

流
行
性
脳
せ
き
髄
膜
炎
一
件
と
な

っ
て
お
り
ま
す
.
こ
の
中
で
赤
痢

並
び
に
疑
似
ホ
痢
は
、
各
人
の
心

掛
け
一
つ
で
完
全
に
予
防
で
き
る

の
で
す
。
赤
痢
は
接
触
経
口
感
染

で
す
か
ら
次
の
こ
と
を
よ
く
守
り

伝
染
病
の
な
い
健
康
で
明
る
く
住

み
よ
い
町
づ
く
り
を
い
た
し
ま
し

ょ
丹
、

①
石
け
ん
ま
た
は
逆
性
石
け
ん
で

昭和45年中の伝染病発生状況
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手
を
よ
く
洗
う
。

①
外
か
ら
帰
宅
し
た
ら
必
ず
う
が

い
を
す
る
。

①
生
鮮
食
料
品
は
‘
冷
蔵
庫
な
ど

で
長
期
保
存
せ
ず
早
目
に
処
理

し
て
し
ま
う
。

④
食
器
類
を
使
用
す
る
と
き
は
、

水
で
洗
っ
た
だ
け
で
は
安
心
で

き
ま
せ
ん
。
必
ず
煮
沸
い
た
し

宇品、
し
よ事つ。

①
室
内
は
常
に
整
理
整
と
ん
し
‘

衛
生
害
虫
が
住
み
に
く
い
状
態

に
し
て
お
く
。

①
暴
飲
暴
食
は
つ
つ
し
み
ま
し
ょ

、，円ノ。
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小
、
中
学
校
お
よ
び
高
校
生
よ

り
大
村
市
の
都
市
づ
く
り
に
つ
い

て
作
文
を
募
集
い
た
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
次
代
を
に
な
う
青
少

年
の
独
創
性
、
創
造
性
と
郷
土
愛

の
養
成
を
図
り
‘
そ
れ
に
よ
っ
て

市
民
意
識
の

高
揚
と
市
民

の
都
市
づ
く

り

へ
の
積
極

4 
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工業都市大村的
参
加
に
役

立
た
せ
る
も

の
で
す
。

灰
色
の
空
。
黒
い
海
、
泡
だ
っ

川
、
排
気
ガ
ス
、
こ
ん
な
大
村
市

は
御
免
で
あ
る
。
と
い
っ
て
も
大

村
に
工
場
が
建
つ
の
に
は
反
対
で

は
な
い
。
工
場
で
も
建
た
な
く
て

は
、
人
口
は
減
る
一
方
で
、
活
気

の
な
い
町
に
な
、
っ
て
し
ま
う
。
し

か
し
、
伺
も
考
え
ず
に
工
場
を
誘

¥ 

ヲム

致
し
て
い
る
と
、
最
初
に
書
い
た

よ
う
な
公
害
都
市
に
な
っ
て
し
ま

う
。
そ
の
問
題
の
前
に
、
大
村
市

が
工
業
都
市
に
な
る
可
能
性
は
あ

る
の
か
ど
う
か
。
可
能
性
は
、
十

分
あ
る
と
思
う
。
工
業
用
地
は
十

分
あ
る
し
、
工
業
用
水
も
た
っ
ぷ

り
あ
る
。
労
働
力
は
、
今
で
こ
そ

少
な
い
よ
う
に
感
じ
る
が
、
大
都

市
に
働
き
に
出
て
行
く
若
い
人
た

ち
が
大
村
に
残
る
よ
う
に
な
れ
ば

こ
れ
も
十
分
で
あ
る
。
ち
ょ
っ
と

心
細
い
の
は
交
通
機
関
で
あ
る
。

陸
上
は
九
州
横
断
道
が
通
る
の

で

大
丈
夫
、

空
も
空
港
が
あ
る
の
で

大
丈
夫
、
問
題
は
工
業
で
、
も
っ

と
も
重
要
で
あ
る
海
上
交
通
で
あ

る
.
大
村
湾
は
浅
い
し
、
入
江
が

狭
い
の
で
、
大
型
船
が
入
る
の
は

よ
ほ
ど
の
大
工
事
を
し
な
け
れ
ば

無
理
で
あ
る
。
し
か
し
、
長
崎
港

ま
で
ト
ラ
ッ

ク
で
運
ん
で
、
そ
こ

で
船
か
ら
荷
を
の
せ
た
り
お
ろ
し

た
り
す
る
こ
と
も
出
来
る
の
で
、

何
と
か
な
る
と
思
う。

製
品
の
消

費
地
の
問
題
は
、
県
内
の
都
市
も

か
な
り
あ
る
し
、

場
合
に
よ
っ
て

は
、
東
京
、
大
阪
は
も
ち
ろ
ん
、

距
離
的
に
有
利
な
東
南
ア
ジ
ア
ヘ

輸
出
し
て
も
い
い
と
思
う
。
こ
う

考
え
る
と
、
工
業
都
市
大
村
は
可

能
だ
。
大
村
市
が
発
展
す
る
に
は

工
業
以
外
に
な
い
と
思
う
。
ベ
ッ

津長中学 1年
2 、

守

ド
タ
ウ
ン
で
は
い
け
な
い
。

長
崎

佐
世
保
は
、
そ
う
発
展
し
そうつ
に

は
な
い
し
.
距
離
的
に
も
両
市
の

中
間
で
か
な
り
あ
る
。
観
光
都
市

も
だ
め
で
あ
る
。

何
と
い
っ
て
も

観
光
地
が
な
い
。
空
港
で
お
り
た

観
光
客
は
、
雲
仙
、
長
崎
に
い
っ

て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
工

場
誘
致
で
あ
る
。
幸
い
に
も
大
村

市
は
、
工
場
も
少
な
く
公
害
も
お

こ
っ
て
い
な
い

の
で
、
思
い
切
っ

た
方
法
で
公
害
を
お
，」さ
な
い
よ

う
に
し
な
く
て
は
い
け
な
い。

僕

の
考
え
で
は
、
大
村
市
で
、
工
場

の
汚
水
、

騒
音
、
煙
の
中
の
ガ
ス

な
ど
の
対
策
、
公
害
を
お
こ
し
た

時
の
保
障
や
罰
金
に
つ

い
て
き
び

し
い
き
ま
り
を
つ
く
り
、
そ
れ
を

破
ら
な
い
よ
う
約
束
l
J
た
会
社
に

だ
け
工
場
を
つ
く
る
こ
と
を
許
可

し
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
。

こ
の
大
村

市
の
方
法
を
全
国
の
都
市
が
お
こ

な
え
ば
、
こ
れ
か
ら
公
害
は
お
こ

ら
な
い
だ
ろ
う
。

も
ち
ろ
ん
そ
の

他
に
大
村
市
は
、
道
路
を
繋
備
し

て
市
内
を
工
業
地
域
、
商
業
地
域

住
宅
地
域
に
分
け
る
よ
う
な
こ
と

も
必
要
で
あ
る
。
工
場
が
立
ち
並

ん
で
い
る

の
に
海
は
青
く
、
川
も

澄
み
、
空
も
青
く
広
が
る
。

「公

害
の
な
い
工
業
都
市
大
村
」
市
民

一
人
一
人
の
努
力
で
な
し
と
げ
た

い
も
の
で
あ
る
。

司、
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昭和46年 2月1日おお む

道

武

始

め

中、

高
、
一
般
ら

百
五
十
名
参
加

大
村
市
剣
道
協
会
で
は
一
月
十

八
日
か
ら
一
週
間
、
毎
日
午
後
六

時
よ
り
七
時
半
ま
で
辻
田
町
微
神

堂
に
お
い
て
、
道
場
に
あ
ふ
れ
る

よ
う
な
多
く
の
豆
剣
士
達
ゃ
、
高

等
学
校
、

一
般
の
会
員
達
が
元
気

な
け
い
こ
を
行
な
い
ま
し
た
。

一
月
二
十
四
日
午
前
十
時
よ
り
、

市
長
始
め
多
数
の
来
賓
出
席
の
も

と
に
、
昭
和
四
十
六
年
の
武
道
始

り市政だより(3) 

め
式
が
行
な
わ
れ
皆
勤
者
に
対
す

る
表
彰
式
の
あ
と
、
け
い

こ
詰
合

な
ど
を
ひ
ろ
う
し
、
お
母
さ
ん
達

の
手
に
よ
る
お
い
し
い
ブ
タ
汁
、

握
り
飯
に
舌
鼓
を
打
ち
解
散
し
ま

し
た
。

武道始め元気よく練習にはげむ豆剣士

原
爆
特
別
被
爆
者
に

技
能
修
得
、
就
職
支
度

金
を
支
給

該
当
者
は
二
月
二
十
日
ま
で
に

社
会
課
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

マ
技
能
修
得
資
金

特
別
被
爆
者
の
う
ち
低
所
得
者
で

県
内
の
公
立
職
業
訓
練
所
に
寄
宿

生
ま
た
は
通
所
生
と
し
て
技
能
を

修
得
す
る
者

マ
就
職
支
度
金

特
別
被
爆
者
で
低
所
得
者
で
あ
る

者
ま
た
は
そ
の
者
と
生
計
を
一
に

す
る
子
で
、
経
済
的
自
立
を
図
る

た
め
県
内
の
公
共
職
業
安
定
所
を

通
じ
て
就
職
す
る
者
。

県
営
住
宅
久
原
団
地

入
居
者
募
集

二
月
一
日

1
二
月
十
五
日

第

一
種
プ
レ
ハ
ブ
住
宅
二
階
建

二
十
一
戸
四
帖
、
三
帖

四
、
五
帖
板
張

家

賃

五

千

六

百
円

第

一

種

プ

レ
ハ
ブ
住
宅
平
家
建

十
六
戸

六
帖
二
間

マ マ マ ママむ う③ で 種千三合し収昭算①うし①マ 第
三 入大 二 抽 市 申で二 公敷 )と 現 す、円 千計た入和し本能 、県入 家十 二 家
月 居 村月 選民 込 月募 金が すに @二 を，円か残を四て人力所内居 賃二 種 賃
一 予 市十 日課場 一 期 ある 同 万こをら額所 十 昭及を定に 資 戸
日定役七 ま所 日間家る親居 四え 控 扶 を 得 五 和 ぴ 有 の 佳 格 三 プ 五

日所日 た よ 賃こ族し 千 四 除養十税 年 四配す家所 千六レ 千
大午 は り の と(ま 円 万 し 親二法 ト十 偶る賃か 九帖ハ 円
会前 各 二 三。来 た 以同た族でにニ五者人、勤 百二 ブ
議 九 出 月 カ 届 は 下 以 額 一 除よ月年の 敷務 円 間住
室時張 十 月 の同は下が人しるま ー 収金場 宅

所 五分 妻居第 はニにた控で月入を所 平
日 をし二第万つ額除のかを 支 を 家
ま 含 よ 種 一 四きのを総ら合払有 建

つ 生十理 た 今動 十ここロ 人酒
づき九な支 年の五 まれキ のが ア胃
けが 、ど 部も 歴年 では、大紫ッ 日
て い 参 と 活婦史 、す生ま 好 色グ 穴
いを加、動 人がか 。活たきに 村
ま 求人各 、学きず婦学不な変試 担
すめ 員種 民級ざ か人校安 酒 わ験 州
。て四の 踊 ‘まず会 で に な り 管 人
あ 学百グ 、生れの誕のなのまの 企
る 習 五ル 生 活ま婦生学りにし中 戸
支活十 i花 学し人 以 習 ま と た で
部 動五プ‘校た会来のしオ 0 日 (2)
でを名二料まが活 二 ーたド主本

-~ 

すひいの庭明りおは Z
。と多 生 づ る 組 母 、三

りく活くいんさ 小 書
がの をり地で んさ 五
真 問と 、域 い方い ま
剣題り家づまの 子 ょ
に にま族くすおど 芸

藤八 四 勉会 く の え 。 勉 も 話 一一一一一一……………………一一一
井 百 強員数健 強同 h 適量盟関察 、f?1開 戸 櫨 麟 機 絡 機 織 機 織 線 機 綴 織 欄 購 盟 麟 置 圃
き 九 し のか康明 会伴 22類購轄下竺 、 議議室轟舗畿議畿懇議議幾懇議議欝盤議議議議議議覇欝醸準欝照
ね 十 てひぎとる にの 夏 向 と 幾機?懇磯機緩機畿機繋嬢繋察察機畿畿嬢騒寵議議

六 いとり毎い も若 早 託 、ベィγ内総議経ぷ波常議機畿議綴懇議綴懇務機譲畿議畿議瀦畿懇議態勢 E

! 名 まりな日 家 取い I:!， 遺憾議機騒機鋒機機機機機露盤i

会
員
数

支
部
数

会

長



昭和46年 2月1日・. (4) りおおむ

大
村
市
立
幼
稚
園

園
児
を
募
集

市政だより

市
立
幼
稚
園
児
の
第
二
次
募
集
を

次
の
と
お
り
行
な
い
ま
す
。

一
、
入
園
資
格

昭
和
四
十
二
年

四
月
二
日
か
ら
昭
和
四
十
三
年
四

月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
.

二
、
受
付
期
間
昭
和
四
十
六
年

二
月
十
日
ま
で
各
幼
稚
園
で
受
付

け
ま
す
。

な
お
、
く
わ
し
い
こ
と
は
酉
接
幼

稚
園
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

講
演
会
開
催

ム
教
育
講
演
会

二
月
二
十
二
日
午
後
二
時
よ
り

場
所
市
民
会
館

講
師
秋
山
ち
え
子
先
生

ム
時
局
講
演
会

二
月
二
十
四
日
午
後
七
時
よ
り

場
所
市
民
会
館

講
師
藤
瀬
五
郎
先
皇

松
山
治
郎
先
生

な
お
詳
し
い
こ
と
は
次
号
に
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
.

母
子
検
診
の
中
止

二
月
十
二
日
に
予
定
し
て
お
り

ま
し
た
竹
松
地
区
の
母
子
検
診
を

つ
ご
う
に
よ
り
中
止
い
た
し
ま
す

パ
ー
ト
タ
イ
ム
の

看
護
婦
を
募
集

左
記
の
要
領
に
よ
り
看
護
婦
を

募
集
い
た
し
ま
す
。
希
望
者
は
自

筆
履
歴
書
を
衛
生
課
ハ
、
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

1

応
募
資
格
市
内
に
居
住
し

て
い
る
未
就
業
の
保
健
婦
ま
た
は

看
護
婦
の
有
資
格
者

2

従
事
業
務
各
種
予
防
接
種

3

勤
務
時
間
予
防
接
種
目
の

午
後
一
時
三
十
分
か
ら
午
後
四
時

ま
で

4

履
歴
書
提
出
期
限

昭
和
四
十
六
年
二
月
十
五
日

5

選
考
日
二
月
下
旬

6

採
用
者

昭
和
田
十
六
年
四

月
実
施
の
予
防
接
種
か
ら
勤
務

国
民
年
金
保
険
料
の

納
入
免
除
を
う
け
て
い

る
人
へ

国
民
年
金
制
度
が
発
足
し
て
保

険
料
納
付
年
数
も
十
年
を
す
ぎ
よ

う
と
し
、
今
年
五
月
か
ら
は
拠
出

制
の
老
令
年
金
受
給
者
が
誕
生
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
保
険
料
納

入
が
困
難
の
た
め
保
険
料
の
免
除

を
う
け
て
い
る
人
で
保
険
料
納
入

を
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
ら
れ
ま
す

と
年
金
は
減
額
さ
れ
て
支
給
さ
れ

ま
す
.
特
に
つ
ぎ
の
方
は
保
険
料

の
追
納
期
限
も
間
近
に
き
て
お
り

ま
す
。
追
納
し
て
満
額
の
年
金
を

受
け
る
よ
う
お
す
す
め
し
ま
す

0

0
追
納
要
件

V
昭
和
四
十
六
年
三
月
三
十
一

日

ま
で
追
納
で
き
る
年
度

一
、
昭
和
三
十
六
年
度
分
の
保
険

料
の
免
隙
を
ヲ
つ
け
て
い
る
人

V
保
険
料
免
除
期
閣
の
あ
る
人

(
昭
和
三
十
七
年
度
以
降
の
免
除

期
間
)

一
、
昭
和
田
十
六
年
に
六
十
才
に

到
達
す
る
人
は
前
日
ま
で
に
免

除
期
間
分
を
追
納
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

二
、
た
だ
し
昭
和
三
十
六
年
発
足

時
高
令
任
意
加
入
者

ヘ
明
治
三
十
九
年
四
周
二
日
J

f

明
治
四
十
四
年
四
月
一

日
」

は
四
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま

で
迫
納
で
き
ま
す
。

。
毎
耳
保
険
料
は
忘
れ
ず
納
め
て

く
だ
さ
い
。

つ
選
挙
早
わ
か
り
し

の
あ
っ
せ
ん

本
年
四
月
に
統
一

地
方
選
挙
が

行
な
わ
れ
ま
す
が
、
こ
の
選
挙
の

立
候
補
予
定
者
ま
た
は
運
動
員
の

方
々
を
対
象
に
、
立
候
補
届
.
選

挙
運
動
そ
の
他
に

つ
い
て
の
心
得

を
集
録
し
た
「
地
方
選
挙
早
わ
か

り
」
を
希
望
者
に
あ
っ
せ
ん
い
た

し
ま
す
の
で
選
挙
管
理
委
員
会
ま

で
申
し
で
て
く
だ
さ
い
。

一
部
三
百
八
十
円

心
身
障
害
者
の
た
め
の

愛
の
扶
養
共
済

障
害
者
を
扶
養
さ
れ
て
い
る
方

が
月
々
担
金
(
千
円
i
千
五
百
円

)
を
掛
け
て
い
く
と
万
一
の
と
き

後
に
残
さ
れ
る
障
害
者
(
児
)
に

一
生
涯
毎
月
二
万
円
の
年
金
を
保

障
す
る
『
心
身
障
害
者
扶
養
共
済

制
度
』
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

加
入
で
き
る
万
は
特
別
な
病
気
を

お
持
ち
で
な
い
四
十
五
才
未
満
の

方
(
但
し
本
年
三
月
ま
で
は
六
十

五
才
未
満
の
方
ゾ
で
次
に
掲
げ
る

心
身
障
害
者
(
児
)
を
扶
養
し
て

い
る
方

一
、
精
神
薄
弱
者
(
児
)

一一、一

級
か
ら
三
級
ま
で
の
身
体

障
害
者
(
児
)

三
、
前
記
一
、
二
と
同
程
度
の
精

神
ま
た
は
身
体
に
永
続
的
障
害

を
有
す
る
者

掛
金
を
か
け
る
こ
と
が
困
難
な
方

に
対
し
て
は
県
で
次
の
割
合
で
援

助
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
.

加
入
手
続
き
な
ど
は
福
祉
事
務

所
で
取
扱
コ
て
い
ま
す
の
で
早
目

1 

に
手
続
き
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

一
、
生
活
保
護
世
帯
掛
金
の
全

額
二
、
市
民
税
非
課
税
世
帯

の
五
割

一
二
、
市
民
税
均
等
割
世
帯

の
三
割

昭
和
国
十
六
年
度

働
く
青
少
年
の
生
活
文

募
集

ム
内
容

。
私
の
生
き
が
い

。
私
の
余
暇
主
活

。
そ
の
他
下
生
活
体
験
に
関
す

る
こ
と
。

ム
種
目
別
原
稿
内
容

。
作
文
四
百
字
詰
原
稿
用
紙

，
六
枚
以
内

.
。
詩
同
じ
く
三
枚
以
内

ム
資
格

昭
和
二
十
六
年
四
月

一

日
以
降
に
生
ま
れ
働
く
青
少
年

ム
締
切
昭
和
四
十
六
年
二
月
十

五
日

ム
申
込
先
市
社
会
教
育
課

ム
表
彰
優
秀
作
品
六
十
篇
以
内

に
大
臣
賞
及
び
副
賞

ム
そ
の
他
、
詳
し
い
こ
と
は
‘
市

社
会
教
育
課
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ

vv 節
分
・
追
儲
(
つ
い
な
)

む
か
し
は
四
季
の
移
り
目
を
、

そ
れ
ぞ
れ
節
分
と
い
っ
て
い
た
よ

掛
金

掛
金

う
で
す
が
、
今
日
で
辻
立
春
の
前

日
、
つ
ま
り
二
月
三
日
を
節
分
と

呼
ん
で
い
ま
す
.
冬
の
季
節
か
ら

春
の
季
節
に
移
る
分
岐
点
と
い
う

意
味
で
、
地
方
に
よ
っ
て
は
「
せ

つ
が
わ
り
」
と
い
っ
て
い
る
と
こ

ろ
も
あ
る
よ
う
で
す
。
節
分
の
夜

「
福
は
う
ち
、
鬼
は
そ
と
」
と
景

気
よ
く
ど
な
り
な
が
ら
豆
を
ま
ぐ

習
慣
は
、
ま
だ
各
地
で
盛
ん
に
行

な
わ
れ
て
い
ま
す
.
子
ど
も
の
こ

ろ
、
今
夜
は
鬼
が
来
る
か
ら
豆
を

ぶ
つ
け
て
追

っ
ぱ
ら
う
ん
だ
よ
、

と
教
え
ら
れ
、
空
が
暗
く
な
る
の

を
待
ち
か
ね
て
、
な
ん
べ

ん
も
戸

外
の
よ
う
?
を
う
か
が
っ
た
思
い

出
を
お
持
ち
の
か
た
も
多
い
で
し

ょベノ。節
分
は
、
寒
二
」十
日
が
終
っ
て

長
い
冬
か
ら
春
に
な
る
、
つ
ま
り

立
春
の
前
日
で
す
か
ら
、
一
年
の

終
り
と
さ
れ
、
と
く
に
重
ん
じ
ら

れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
豆
ま
き
も

一
種
の
年
越
し
行
事
で
、
そ
の
豆

を
「
年
の
豆
」
と
呼
び
‘
そ
の
行

事
そ
す
る
人
を
「
年
男
」
と
呼
び

古
4
1
レ
ち
~
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